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（平成26年度申請/平成27年度事業用　　　１枚目/４枚中）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　平成２６年度　第２回　（福）茨城県共同募金会
　　　　　地域福祉特別助成金申請書
　　　　　　　発第　　　　号

平成　　　年　　　月　　　日

（書類発送日を記入）
社会福祉法人　茨城県共同募金会　会長　様
【申請者】※法人代表者公印（法人格が無い場合は代表者個人印）を必ず押印してください。
	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),申請団体名)
	

	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),代表者職氏名)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	団体所在地
	〒　　　　－　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	代表
電話番号
	　　　　　　　（　　　　　　）　　　　　　　　　　

	※申請内容を問い合わせる場合の連絡先
	担当者

氏　名
	
	電話

	
	
	
	FAX

	
	※書類の送付先（上記団体所在地と異なる場合のみ記入してください。）

〒　　　　－　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※この申請に関する連絡先は、日中、連絡が取れる電話番号を記入してください。
携帯電話でも結構です。
標記について、下記のとおり助成を受けたく関係書類を添えて申請します。　

記
１．助成申請額　　　　　　　　，０００円（千円未満切捨）
※助成額は、申請事業総額の75％以内で、原則として50万円を上限とします。
２．申請事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　※「防災のための研修会事業」、「子育てサロン遊具整備事業」等、どのような事業内容か
わかるような事業名としてください。
３．提出書類（※申請する際には、下欄の書類の提出が条件となります。）
　　　提出書類に不備がないよう、下欄の書類を必ず確認し、□に☑を入れてください。
	
	申

請

書　　　
	（１）平成２６年度　第２回　（福）茨城県共同募金会
地域福祉特別助成金申請書  ・・・・・・・・・・・・・（本書）

	
	
	（２）申請団体の概要および申請事業概要・・・・・・・・・・別紙１

	
	
	（３）申請事業の資金計画書・・・・・・・・・・・・・・・・別紙２

	
	
	（４）申請書送付前のチェック事項・・・・・・・・・・・・・別紙３

	
	添

付

書

類
	（５）２業者以上の見積書

備品購入等、業者に発注する場合は、２業者以上から見積もりをとり、写しを添付。

	
	
	（６）申請団体の会則・規約等

	
	
	（７）①平成２６年度　事業報告書　　　②平成２６年度　決算書　

	
	
	（８）①平成２７年度　事業計画書　　　②平成２７年度　予算書


別紙1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成金申請書　　　２枚目/４枚中）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請団体の概要および申請事業概要

１．申請団体の概要（申請事業を実施する法人・団体の概要を記入してください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	設立年月日
（活動開始日）
	昭・平　　年　　月　　　日
	認可・認証年月日（法人のみ）
	昭・平　　年　　月　　　日

	会員・利用者数
	正会員数（　　　　　　名）　　賛助会員数（　　　　　　名）

利用者数（　 　　　 　名）←昨年度、貴団体を利用した方の人数の概数。

	法人・団体の
目的
	

	法人・団体の
主な事業・活動
	

	活動対象地域

（○印をつけてください。）
	１．当該市町村全域　　　　　　２．当該市町村の一部

	
	３．当該市町村と周辺市町村　　４．その他（　　　　　　　　　　　　）

	対　象　者

（○印をつけてください。）
	１．住民全般　　 ２．高齢者　　　３．身体障がい者　　　４．知的障がい者

５．精神障がい者　　　６．母子・父子　　　７．児童・青少年

８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．申請事業概要
	申請事業の

内　容
	※（１）事業実施の場合は、事業内容、実施時期、年間の事業実施回数、事業の対象者数、
事業実施形式等を具体的に詳しく記入してください。

（２）備品購入の場合は、仕様、構造、数量、備品利用対象者概数等を具体的に詳しく記

　　入してください。



	申請事業を実施する

目的・理由
	※なぜ申請事業を実施するのか、現状の説明と必要理由を具体的に詳しくご記入ください。

	申請事業
を実施後の予想効果
	※申請事業を実施することにより、利用者に対し、どのような効果があるかを、具体的に記入してください。


別紙2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成金申請書　　３枚目/４枚中）　
申請事業の資金計画書
１．収入内訳　　（助成額は申請事業総額の75％以内で、原則として50万円を上限とします。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	資金計画内容
	金　　額（円）
	備　　考

	助成金（申請額）　　※千円未満切捨　
	，０００円
	

	自己資金
	申請者自己資金
	円
	

	
	利用者負担金（参加費など）
	円
	

	
	他の補助金・助成金等（　　　　　　　　　）
	円
	

	合　　計
	円
	


２．支出内訳　※支出内訳で助成金を使用する項目および金額には、備考欄に※印を付してください。
（１）事業実施の場合　　※助成金を何に使用するのかを詳細かつ明確に記載願います。
【実施予定時期】　　平成２７年　　　月　着手　～　平成　　年　　　月　完了　
	項　　　　目
	金　　額　（円）
	備　　考

	内　　　　訳

（記入例：印刷製本費、会場使用料、通信運搬費　等）
☆助成表示
	
	

	申請事業総額
	
	


· 防犯・防災活動などで腕章やたすき、ジャンパー等の資材を作成する場合、「赤い羽根共同募金助成」の
　文字と、所定の「赤い羽根」マークをプリントすること（見積書に助成表示のプリントに係る経費も必ず
計上すること）。
（２）備品購入の場合・・・【購入予定時期】　平成２７年　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　
	品　　　名
	数　量
	単　価
	金　　額（円）
	備　　考

	内　　　　訳

	
	
	
	

	申請事業総額
	
	
	
	


　　別紙3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成金申請書　　４枚目/４枚中）
申請書送付前のチェック事項
１．申請書を提出する前に、下欄のチェック事項について、必ず確認してください。
２．確認後は、下欄に○印を記入してください。
	○印
	チェック事項

	
	１．申請対象団体について

　申請時点において、団体の設立後、１年以上の活動をされている団体が対象となります。なお、１年以上の活動をしていたとしても、会則や予算・決算書等がなく、実在する団体として認められないと判断される場合は対象外となります。
また、団体の活動拠点が県内で、本県在住者を対象とする事業を対象とします。

	
	２．申請事業の実施について

　平成２６年度中に実施する事業が対象となります。申請時に既に着手している
ものは、助成対象外となります。
なお、申請事業の決定は、平成２７年３月を予定しております。申請事業の実
施にあたっては、必ず決定された後に実施をしてください。

	
	３．助成条件について

①　同一団体の同一事業に対する助成は、３回を限度とします。昨年度までに、
　同一事業で３回助成を受けている事業には助成いたしません。
　　
　　　当助成金の過去の助成決定回数は何回ですか？　　　　　　回
　　　過去に助成を受けている団体は、下欄に助成決定年度をご記入ください。

（記載例：H22　第1回　50万円  ○○○○事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　                                                      

	
	②　人件費には助成しません。また、食糧費や旅費、汎用機器等については、事業内容によって助成対象としない場合があります。

　③　法人格のない団体の建物の整備や車両整備等、登録や登記が必要となる財産の取得は、原則として助成対象としません。

　④　中古車・中古品の購入費用は、原則として助成対象としません。

	
	４．広報について

「赤い羽根共同募金」は、県民のみなさまからのご協力によって支えられております。「共同募金」が、どのように使われているかをみなさまに報告するため、助成金を受ける方にも、ぜひ共同募金の使いみちのPRにご協力をお願いします。

	
	（１）事業実施の場合

事業を実施する際の案内通知やチラシや、看板や垂れ幕等を掲示する場合に「赤い羽根共同募金助成事業」等の文を掲載していただけますか？　　

	
	（2） 備品購入の場合

1 備品等を購入した場合、その備品に本会が指定する「赤い羽根シール」を貼付していただけますか？

2 備品購入後、貴会が発行する広報紙やチラシに、「赤い羽根共同募金助成金」により、備品を購入した旨を掲載し広報していただけますか？　　　　　　　　　　　　

	
	５．申請書類について

（１）提出書類は、すべて揃っていますか。

	
	（２）事業実施の場合（研修会実施や広報誌発行など）
広報紙発行等、外部に発注する場合、取扱業者から見積書を２業者以上か
　　ら取り、その写しを添付してください。

	
	（３）備品購入や建物改修などの場合

取扱業者等から見積書を２業者以上から取り、その写しを添付してくださ
い。防犯・防災活動などで腕章やジャンパー等を購入する場合は、「赤い羽根共同募金助成」と、所定の「赤い羽根」マークをプリントすること（見積書にその経費を必ず計上すること。）。

	
	（４）申請書の文書番号（文書管理簿がない場合は記入する必要なし）や日付（書類の作成日を記入）に、記入漏れはありませんか？

	
	（５）申請書に団体代表者印（法人格が無い場合は代表者個人印）は、押印しましたか？


※「助成要項（別添１）」に違反した場合は、助成決定を取り消し、助成金の返還を求めることも
ありますので、「助成要項」を遵守してください。
様式１








